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今
回
は
、
国
内
の
調
査
研
究
に
目
を
向

け
ま
す
。情
報
リ
テ
ラ
シ
ー（
情
報
活
用
能

力
）
に
関
す
る
研
究
は
国
内
に
も
多
数
あ

り
ま
す
。紙
面
の
制
約
も
あ
る
中
で
、ま
ず

取
り
上
げ
る
べ
き
は
、
文
部
科
学
省
が
実

施
し
た
全
国
調
査
だ
と
判
断
し
ま
す
。

※
１

　

情
報
活
用
能
力
調
査

　

文
部
科
学
省
は
、
児
童
生
徒
の
情
報
活

用
能
力
を
把
握
、分
析
す
る
と
と
も
に
、指

導
の
改
善
・
充
実
に
資
す
る
た
め
、
小
・

中
学
生
を
対
象
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用

い
た
情
報
活
用
能
力
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。調
査
は
、一
一
六
校
三
三
四
三
人
の
小

学
五
年
生
児
童
と
、一
〇
四
校
三
三
三
八
人

の
中
学
二
年
生
生
徒
を
対
象
に
、二
〇
一
三

（
平
成
二
五
）
年
一
〇
月
か
ら
二
〇
一
四

年
一
月
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
文
部

科
学
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
調
査
結
果
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
（
以
下
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の

参
照
日
は
す
べ
て
二
〇
一
九
年
八
月
二
五

日
で
す
）。

※
２

　

前
述
の
情
報
活
用
能
力
調
査
の
の
ち
、

文
部
科
学
省
は
、情
報
活
用
能
力
調
査（
高

等
学
校
）（
以
下
「
本
調
査
」）
を
実
施
し

ま
し
た
。

※
３

本
稿
で
は
、
本
調
査
に
焦
点
を

絞
っ
て
解
説
し
ま
す
。
紙
面
の
制
約
が
あ

る
こ
と
に
加
え
て
、
小
・
中
学
生
を
対
象

に
し
た
前
述
の
調
査
よ
り
も
、
本
調
査
に

関
す
る
統
計
的
な
分
析
や
解
説
が
蓄
積
し

て
い
る
こ
と
や
、
前
述
の
調
査
と
本
調
査

に
は
共
通
の
設
問
や
結
果
も
あ
り
、
本
調

査
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
、
小
中
学

生
の
情
報
活
用
能
力
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
た
め
で
す
。

　

本
調
査
は
、
共
通
教
科
情
報
科
（
本
連

載
第
三
回
参
照
）
な
ど
特
定
の
教
科
だ
け

で
な
く
、
教
科
横
断
的
な
資
質
・
能
力
で

あ
る
情
報
活
用
能
力
を
、
高
校
生
が
ど
の

程
度
身
に
つ
け
て
い
る
か
を
評
価
す
る
た

め
の
も
の
で
、
高
等
学
校
お
よ
び
中
等
教

育
学
校
後
期
課
程
の
二
年
生
生
徒
（
調
査

人
数
四
五
五
二
人
）を
対
象
に
、二
〇
一
五

年
一
二
月
か
ら
二
〇
一
六
年
三
月
に
か
け

て
行
わ
れ
た
全
国
調
査
で
す
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
使
用
型
テ
ス
ト
（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
）
に

よ
る
生
徒
を
対
象
と
し
た
調
査
問
題
と
、

生
徒
を
対
象
と
し
た
質
問
調
査
（「
生
徒

用
質
問
調
査
」）、
お
よ
び
学
校
（
主
に
学

校
長
）
を
対
象
と
し
た
質
問
調
査
（「
学

校
用
質
問
調
査
」）か
ら
な
る
も
の
で
し
た
。

　

生
徒
を
対
象
と
し
た
調
査
問
題
は
、
教

科
横
断
的
・
汎
用
的
な
情
報
活
用
能
力
を

測
定
す
べ
く
、
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

状
況
や
条
件
に
応
じ
て
情
報
を
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
か
を
問
う
問
題
が
用
意
さ
れ

ま
し
た
。
問
題
に
は
非
公
開
の
も
の
も
あ

り
、文
部
科
学
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
※
３
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
報
告
書
や
、
本
調
査

を
解
説
し
た
文
献
（
※
１
）
で
、
部
分
的

に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
調
査
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
の
活
用
能
力
を
測
定
す
る
た
め

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

生
徒
を
対
象
と
し
た
調
査
問
題
に
お
い
て

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
操
作
ス
キ
ル
に
つ

い
て
は
、
キ
ー
ボ
ー
ド
に
よ
る
文
字
入
力

以
外
の
ス
キ
ル
は
測
定
し
な
い
も
の
と
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
調
査
は
時
期
の
関
係
上
、
高

等
学
校
で
二
〇
二
二
年
度
入
学
生
か
ら
適

用
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領
（
本
連
載
第

二
回
参
照
）
で
は
な
く
、
従
来
の
、
情
報

活
用
能
力
の
三
つ
の
観
点
（
本
連
載
第
一

回
参
照
）
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
調
査
で
は
、
項
目
反
応
理
論
（
Ｉ
Ｒ

Ｔ
：Item

 R
esponse T

heory

）
と
呼

ば
れ
る
統
計
手
法
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

※
１
の
文
献
に
詳
細
は
譲
り
ま
す
が
、
こ

の
手
法
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
校
生

を
対
象
と
す
る
情
報
活
用
能
力
調
査
を
今

後
新
た
に
行
っ
た
場
合
、
今
回
の
得
点
を

基
準
と
し
た
経
年
変
化
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
小
学
生
や
中
学
生
、
成

人
な
ど
の
、
本
調
査
と
は
異
な
る
母
集
団

を
対
象
に
し
た
情
報
活
用
能
力
調
査
を

行
っ
た
場
合
で
も
、
今
回
の
得
点
を
基
準

と
し
て
、
同
じ
尺
度
で
比
較
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
的
な
学
力
調
査
で
あ
る
Ｐ

Ｉ
Ｓ
Ａ
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
生
徒
の
学
習
到
達
度

調
査
）で
用
い
ら
れ
て
い
る「
習
熟
度
レ
ベ

ル
」と
い
う
手
法
も
採
用
さ
れ
ま
し
た
。そ

れ
に
よ
っ
て
、
あ
る
一
定
の
得
点
間
隔
で

生
徒
と
調
査
問
題
を
分
類
し
（
こ
の
分
類

が「
習
熟
度
レ
ベ
ル
」）、例
え
ば「
こ
の
レ

ベ
ル
の
生
徒
は
、見
慣
れ
た
状
況
で
、い
く

つ
か
の
情
報
を
、
一
つ
程
度
の
条
件
に
合

わ
せ
、関
連
付
け
て
整
理
・
判
断
す
る
こ
と

が
で
き
る
」の
よ
う
に
、あ
る
レ
ベ
ル
の
生

徒
の
特
徴
を
、
同
じ
レ
ベ
ル
に
含
ま
れ
る

調
査
問
題
の
内
容
か
ら
特
徴
づ
け
ま
し
た
。

　

調
査
結
果

　

本
調
査
か
ら
、
生
徒
の
情
報
活
用
能
力

に
関
し
て
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
点
が
課

題
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

よ
り
詳
細
は
、
文
部
科
学
省
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（
※
３
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
報
告

書
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・��

小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
調
査
結
果

と
同
様
、
整
理
さ
れ
た
情
報
を
読
み

取
っ
た
り
、
整
理
・
解
釈
し
た
り
す

る
こ
と
は
で
き
る
が
、
複
数
の
情
報

が
あ
る
多
階
層
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か

ら
、
目
的
に
応
じ
て
特
定
の
情
報
を

見
つ
け
出
し
関
連
付
け
る
こ
と
（
調

査
問
題
例
：
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
Ｃ
Ｄ

ケ
ー
ス
を
何
曜
日
に
捨
て
る
こ
と
が

で
き
る
か
と
い
う
「
ゴ
ミ
分
別
ク
イ

ズ
」
に
つ
い
て
、
市
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
を
も
と
に
解
答
を
考
え
る
）

・��

複
数
の
統
計
情
報
を
、
条
件
に
合
わ

せ
て
整
理
し
、
そ
れ
ら
を
根
拠
と
し

て
意
見
を
表
現
す
る
こ
と
（
調
査
問

題
例
：
地
域
の
高
校
二
〇
チ
ー
ム
に

よ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
リ
ー
グ

戦
の
結
果
に
つ
い
て
、
各
チ
ー
ム
の

勝
率
、
ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
平
均
本
数
、

ブ
ロ
ッ
ク
平
均
数
な
ど
が
散
布
図
で

表
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
複
数
の
散

布
図
を
比
較
し
て
、
勝
率
を
上
げ
る

た
め
に
必
要
な
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
、

妥
当
な
理
由
を
挙
げ
て
提
案
す
る
）

　

ま
た
、
本
調
査
の
結
果
、
女
子
は
男
子

よ
り
も
上
位
層
が
多
く
、
下
位
層
が
少
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
逆
の

結
果
を
示
す
も
の
も
海
外
の
研
究
に
は
あ

り
（
本
連
載
第
五
回
の
「
仮
説
の
背
景
に

は
～
」
と
い
う
段
落
参
照
）、
今
後
の
継

続
的
な
調
査
研
究
が
待
た
れ
ま
す
。

　
情
報
活
用
能
力
の
背
景
要
因

　

学
校
用
質
問
調
査
と
生
徒
用
質
問
調
査

の
質
問
群
の
う
ち
、
情
報
活
用
能
力
と
の

関
係
が
強
い
も
の
と
し
て
、
以
下
が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

学
校
用
質
問
調
査
に
お
い
て
は
、「
生

徒
に
よ
る
教
師
へ
の
敬
意
が
欠
け
て
い
る
」

と
「
生
徒
に
対
す
る
教
師
の
期
待
が
低
い

こ
と
」
と
い
う
質
問
項
目
が
、
生
徒
の
情

報
活
用
能
力
と
最
も
強
い
関
係
（
学
校
用

質
問
調
査
と
生
徒
用
質
問
調
査
の
全
質
問

の
中
で
最
も
強
い
関
係
）
が
あ
り
ま
し
た
。

「
敬
意
は
欠
け
て
い
な
い
」、「
期
待
は
低
く

な
い
」
と
の
回
答
を
し
た
学
校
ほ
ど
、
生

徒
の
情
報
活
用
能
力
が
高
か
っ
た
の
で
す
。

　

生
徒
用
質
問
調
査
に
お
い
て
は
、
課
題

や
問
題
点
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
際
に
、

「
関
連
付
け
」、「
取
捨
選
択
」、「
優
先
順

位
付
け
」、「
振
り
返
り
」
と
い
っ
た
、
メ

タ
認
知
的
方
略
（
メ
タ
認
知
と
は
、「
自

分
が
考
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
」

と
も
い
え
ま
す
）
を
と
る
生
徒
ほ
ど
、
情

報
活
用
能
力
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
、
将
来
の
仕
事
や
勉
強
に
役
立

つ
」と
回
答
し
た
生
徒
や
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
へ
の
意
識
が

高
い
生
徒
ほ
ど
、
情
報
活
用
能
力
が
高
い

こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　

学
校
用
質
問
調
査
と
生
徒
用
質
問
調
査

が
示
す
の
は
、
質
問
項
目
と
生
徒
の
情
報

活
用
能
力
の
相
関
関
係
（
変
数
の
一
方
が

変
化
す
る
と
、
ほ
か
の
変
数
も
変
化
す
る

関
係
。
ど
ち
ら
が
原
因
で
ど
ち
ら
が
結
果

か
は
不
明
）
で
あ
り
、
因
果
関
係
（
変
数

の
一
方
の
変
化
が
、
ほ
か
の
変
数
の
変
化

を
引
き
起
こ
す
、
原
因
と
結
果
の
関
係
）

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
、

教
師
へ
の
敬
意
を
抱
く
こ
と
が
能
力
を
高

め
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
能
力
の
高
い
生

徒
が
集
ま
っ
た
学
校
で
は
教
師
へ
の
敬
意

を
欠
い
た
行
い
が
少
な
い
の
か
は
、
わ
か

り
ま
せ
ん
。

　

因
果
関
係
で
は
な
い
点
に
留
意
せ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
教
員
と
生
徒
の
関
係
を

良
好
に
す
る
こ
と
、
メ
タ
認
知
的
な
学
習

習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
将
来
の

仕
事
や
勉
強
に
役
立
つ
と
動
機
づ
け
る
こ

と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
、
学
校

図
書
館
を
活
用
し
た
授
業
な
ど
の
場
面
で
、

司
書
教
諭
や
学
校
司
書
も
念
頭
に
置
く
と

よ
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
え
そ
う
で
す
。

　

今
回
は
、「
生
徒
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

を
高
め
る
た
め
に
、
学
校
図
書
館
ス
タ
ッ

フ
も
含
め
、
関
係
者
が
念
頭
に
置
く
と
よ

い
か
も
し
れ
な
い
こ
と
」
を
結
論
と
し
て

述
べ
ま
し
た
。「
生
徒
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

を
高
め
る
た
め
に
、
ほ
か
な
ら
ぬ
学
校
図

書
館
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
」
は
、
最

終
回
で
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
前

に
、
次
回
と
次
々
回
は
、
学
校
図
書
館
ス

タ
ッ
フ
自
身
が
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め

る
た
め
に
役
立
ち
そ
う
な
、
読
み
物
的
な

内
容
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

司書・司書教諭が知っておくべき
学校図書館のための

※
１ 

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
文
部
科
学
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ほ
か
、
以
下
の
文
献
を
全
体
的
に
参
照
し
ま
し
た
。
小
泉
力
一
「
高
等
学
校
情
報
活
用
能
力
調
査
の
概
要
」『
日
本
情
報
科
教
育
学
会
誌
』
二
〇
一
六
年, vol. 9, no. 1, p. 9-16. 

篠
原
真
子
「2015

年
度
「
情
報
活
用
能
力
調
査
」
か
ら
」（『
内
外
教
育
』
二
〇
一
七
年6570

号
か
ら6575

号
に
掲
載
さ
れ
た
全
五
回
の
連
載
）　

文
部
科
学
省
生
涯
学
習

政
策
局
情
報
教
育
課
「
文
部
科
学
省
調
査
「
情
報
活
用
能
力
調
査
（
高
等
学
校
）」
に
つ
い
て
」『
視
聴
覚
教
育
』
二
〇
一
七
年, vol. 71, no. 4, p. 6-9.　

※
２ 

文
部
科
学
省. 

“
情
報
活
用
能
力
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
”. http://w

w
w

.m
ext.go.jp/a_m

enu/shotou/zyouhou/1356188.htm

　

※
３ 

文
部
科
学
省. 

“
情
報
活
用
能
力
調
査
（
高
等
学
校
）
の
結
果
に
つ
い
て
”. http://w

w
w

.m
ext.go.jp/a_

m
enu/shotou/zyouhou/detail/1381046.htm
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